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１．基本方針

２．事業内容

　定款及び事業計画に基づき、次のとおり諸事業を行った。

（１）学校給食における食育の普及・啓発

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食標語・絵画表彰

点 点

点 点

鳥取市立図書館及びホームページ

② ふれあい交流給食

12 件 気高中・鹿野小・青谷小・河原第一小・日進小　他 全 11 校

2 件 鹿野中・青谷中

③ 調理業務体験・見学受入

希望校が随時来所

1 件 第二学校給食センター 桜ヶ丘中

1 件 第二学校給食センター

④ 学校給食用教材配布・貸出

3 件 瑞穂小・鹿野小・鹿野中

1 件 瑞穂小

4 件 第一学校給食センター・国府東小・宮ノ下小・国府中

1 件 美和小

⑤ 体験型講座・イベント

1 件 青谷小

1 件 鹿野小 H27.7～H27.9きゅうりの育成観察体験 実施件数 実施校

概　　要 　健全な食生活や食習慣の理解を深める場として、栄養士・調理員と一緒に体験型の講座やイベントを実施した。

実　施　内　容

給食センターのヒミツ講座 実施件数 実施校

レゴ給食センター模型 実施件数 実施校

手洗いチェックキット 実施件数 実施校

「給食ができるまで」ＤＶＤ 実施件数 実施校

概　　要 　学校や地域などで行われる食育活動の場で活用できるよう、教材パネルや資料を作成し、学校に貸出・贈呈した。

実　施　内　容

「給食ができるまで」パネル 実施件数 実施校

中学生職場体験学習 実施件数

短期大学インターンシップ 実施件数

概　　要
　給食センターにおける調理業務の体験や見学を通じて、調理過程や衛生面への配慮、食に関わる人々の活動に対す
る理解を深める機会とすることを目的に施設への受け入れに積極的に協力した。

実　施　内　容

学校給食センター見学 実施件数 随時

給食物資生産者等 実施件数 実施校

25

展示方法

概　　要
　子どもたちの食に関する知識や関心を高め、楽しい食事を通じて豊な人間性の形成を図ることを目的に、生産者・調
理員・等と子どもたちが交流給食を行った。

実　施　内　容

給食センター調理員 実施件数 実施校

ポスター絵画（１月給食週間） 対　象 鳥取市内小・中学生 応募総数 197 受賞数

概　　要
　食育月間（6月）に標語、全国学校給食週間（1月）に絵画を、鳥取市内小・中学校へ応募の依頼をし、応募作品の中
から優秀作品を選考した。賞品として地元産食材（加工品含む）を贈呈した。

実　施　内　容

標語（６月食育月間） 対　象 鳥取市内小・中学生 応募総数 744 受賞数 34

　鳥取市内の小学校及び中学校において、成長期にある児童・生徒に対し、食育基本法に定める知育、徳育及び体育の基礎
となるべき食育の推進を支援する。
　学校教育活動の一環として行われる学校給食において、安全かつ安心な物資調達及び調理事業の実施により提供される学
校給食を通じて、鳥取市の学校給食の充実を図り、児童・生徒の心身の健全な発達と豊かな人間性の育成の実現を目指す。

　主に学校給食において、食育に関する様々な事業を総合的に実施することにより、児童・生徒に対して、食育の重要性を理
解させるとともに、健全な食生活を営むことができる能力を培い、豊かな人間性の涵養や健康の保持・増進を図る。また、学校
給食における食育の普及・啓発の機会を設けることで、保護者、教職員、地域住民等の食育に対する関心と理解を深める。
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⑥ 企画献立

育成観察体験事業で収穫したきゅうりを献立に活用 実施校　鹿野小

⑦ 地域の食に関する催し物への参加

2 件 若葉台小・鹿野小 調理員が講師補助

27 年 4 月 26 日 塩麹ポトフ無料配布 食 災害時炊き出し訓練を兼ねる

27 年 10 月 17 日 塩麹ポトフ無料配布 食 災害時炊き出し訓練を兼ねる

27 年 10 月 26 日 教材パネル・模型展示

28 年 1 月 23 日

⑧ 食に関する情報の発信

（２）安全・安心な学校給食用物資の安定供給

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食用物資（副食）の購入

※実施日数の合計は平均日数（小数点以下切捨て）を記載。 ※年間食数は児童・生徒・教職員等を含む。

4．購入業者により給食センターへ配送する。

〔学校給食用食材 食品区分別購入額〕 〔学校給食費単価実績〕 ※副食（おかず）代

いもこんフェスティバル 平成

備 蓄 給 食 （ 新 市 域 ） 291,408

合　　　　計 417,308,825

冷 凍 食 品 類 203,034,214

混 飯 類 7,069,611

備 蓄 給 食 （ 旧 市 域 ） 1,084,897

豆 腐 ・ 油 揚 げ 類 13,284,665

乾 物 類 23,185,789

調 味 料 等 35,171,729

162円09銭
肉 類 41,366,570

練 製 品 類 12,334,521
中学校 192円23銭 194円06銭 191円44銭 193円96銭

基準単価 給食費実績 基準単価 給食費実績

果 物 類 2,484,097
小学校 159円65銭 161円02銭 159円50銭

1.鳥取市教育委員会が開催する献立委員会において、基準献立と納入品目を確認し、給食センターから報告のある給食実
施人員、実施日に基づき使用予定食材の数量を算出。

2．物資委員会を開催し、産地・品質・栄養素等を確認し、購入物資を審査及び入札を行う。

3．指定業者（物資納入業者選定委員会により決定）より副食物資を共同購入する。

食品区分 年間購入金額（円）
区分

当年度 前年度

野 菜 類 78,001,324

130,630

合　　　　　計 30 205 1,720,395 10 195 742,674

鳥取市立湖東学校給食センター 6 204 413,143 2 193

274,044

鳥取市立第二学校給食センター 13 206 658,065 4 196 338,000

鳥取市立第一学校給食センター 11 206 649,187 4 196

給食センター名
小学校 中学校

学校数 実施日数 年間食数 学校数 実施日数 年間食数

地産地消フェア 平成

概　　要
　学校・家庭・地域における食に関する情報の収集に利用できるように、学校給食を通じた栄養や衛生、食材等に関す
る情報を随時発信した。

　新鮮かつ良質な学校給食用物資をより低廉な費用で購入することにより、学校給食用物資の計画的、安定的供給を図る。
　物資購入に当たっては、地元産食材の使用を優先し、天候不良や社会情勢などによる物価上昇や品不足時においても、安
定供給を欠かすことなく、保護者負担である学校給食費の軽減に努める。
　また上記に関連する食育事業を企画立案し実施する。

鹿野ええもん市 平成 400

鹿野わったいな祭 平成 300

概　　要
　行政や地域と連携し、学校給食における地域と食との関わりなどを広く公開することにより、食への関心や理解を深め
ることを目的に、地産地消や食に関する催し物に参加した。

実　施　内　容

親子料理教室 実施件数 実施校

収穫きゅうりを使用した献立 テーマ

概　　要
　児童・生徒が楽しみながら、献立に込められた意図や情報の理解を深める機会とすることを目的に通常の給食時間と
は異なる演出を行い、特別なテーマを定めた献立を企画した。

実　施　内　容
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② 地元産食材の優先確保

・作付状況と献立との調整を行い、地産食材使用計画及び使用規格計画を立て、使用量の向上を図った。

・小ロットの地産食材でも使用できるよう、納品方法や規格等給食センターとの調整を行った。

〔学校給食用食材 産地別使用実績〕

－ 1

0

0

＋ 2

＋ 1

－ 19

＋ 13

0

ｋｇ ％ － 1

鳥取市 ｋｇ ％ 0

米子市 ｋｇ ％ － 2

倉吉市 ｋｇ ％ － 1

境港市 ｋｇ ％ － 6

県内全市町村合計 ｋｇ ％ － 2

※鳥取県指定44品目 ※使用比率（％）…小数点以下四捨五入

③ 調査研究・会議

10 月 7 日 物資納入指定店の衛生管理状況の確認及び指導 開催

地産地消推進協議会 8 月 27 日 第6期地産地消行動指針の策定と地産地消フェア

1 月 6 日 地産地消行動指針と地産地消フェア

地場産食材生産者等との情報交換会 5 月 18 日 玉ねぎ生産者との情報交換会

8 月 17 日 なす生産者との情報交換会

12 月 8 日 さつまいも生産者との情報交換会

その他 8 月 6 日 鳥取県東部学校給食調理施設情報交換会

関連団体開催の各種研修会への参加

市況情報収集

区　　分 開催日 実施内容

物資納入指定店衛生管理検査

年2回

随時

県産品利用　計（①+②+③） 使用量 986,987 使用比率 71 前年比

県産品利用　計（①+②+③） 使用量 47,955 使用比率 62 前年比

185,366 使用比率 59 前年比

県産品利用　計（①+②+③） 使用量 98,027 使用比率 71 前年比

前年比

参考

県産品利用　計（①+②+③） 使用量 348,295 使用比率 73 前年比

県産品利用　計（①+②+③） 使用量

鳥取地域（学校給食会管轄） 県産品利用　計（①+②+③） 使用量 257,458 使用比率 70

2 112,414 30 0 0 369,872合　　　　計 250,544 68 0 0 6,914

0 2,171 13 0 0 16,319そ の 他 14,148 87 0 0 0

0 1,883 34 0 0 5,510キ ノ コ 類 3,627 66 0 0 0

0 4,833 13 0 0 36,345食 肉 類 31,512 87 0 0 0

27 68 0 0 0 25,723豆 類 18,741 73 0 0 6,914

0 0 0 0 0 19,545魚 介 類 19,545 100 0 0 0

0 0 0 0 0 5,003果 物 5,003 100 0 0 0

0 103,459 40 0 0 261,427

使用量(kg) 使用比率(%) 使用量(kg) 使用比率(%)

野 菜 類 157,968 60 0 0 0

（原材料） （原材料） 使用量(kg)

使用量(kg) 使用比率(%) 前年比 使用量(kg) 使用比率(%) 使用量(kg) 使用比率(%)

その他

年間合計地産地消 県内加工 国内産 外国産
食品区分

県内産品利用

①原材料：県内 ②原材料：国内 ③原材料：外国
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56

66 69 71 70

県内産食材使用率（鳥取市鳥取地域）

％
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（３）安全・安心な学校給食の調理

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食調理

受託調理施設における残滓量の推移 配缶量100に対する残滓量（％）

合　　　　　計 35 1,592,763 13 766,808 2,359,571

鳥取市立青谷学校給食センター 1 48,815 1 31,414 80,229

鳥取市立鹿野学校給食センター 1 35,497 1 16,505 52,002

鳥取市立気高学校給食センター 4 85,348 1 46,167 131,515

鳥取市立河原学校給食センター 5 115,851 2 60,678 176,529

鳥取市立第一学校給食センター 11 649,187 4 274,044 923,231

　鳥取市からの委託を受け、食品衛生に関する各種法令等に基づき、安全・安心な学校給食調理を行い、良質な給食を安定
的に提供することにより、児童・生徒の適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図る。
　また上記に関連する食育事業を企画立案し実施する。

給食センター名
小学校 中学校 年間食数合計

学校数(校) 年間食数(食) 学校数(校) 年間食数(食) （児童・生徒・教職員）

鳥取市立第二学校給食センター 13 658,065 4 338,000 996,065
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② 調査研究・会議

職員研修会 4 月 1 日 衛生管理等に関する研修会（主任級職員対象） 開催

8 月 7 日 衛生管理等に関する研修会（　　　　　〃　　　　　） 開催

8 月 18 日 衛生管理等に関する研修会（全職員対象） 開催

責任者級研修会 月１回

施設別調理業務研修会 随時

地場産食材生産者等との情報交換会 5 月 18 日 玉ねぎ生産者との情報交換会

8 月 17 日 なす生産者との情報交換会

12 月 8 日 さつまいも生産者との情報交換会

その他 8 月 3 日 食の安全に関する調理講習会（東京：2日間）

8 月 4 日 アレルギー対応研修会

8 月 6 日 鳥取県東部学校給食調理施設情報交換会

9 月 3 日 鳥取県東部学校給食調理施設情報交換会

9 月 14 日 HACCP指導者育成講習会（岡山：2日間）

10 月 5 日 HACCP初級講習会（倉吉）

11 月 4 日 HACCPマネージャー育成講習会（神戸：3日間）

3 月 11 日 （公財）岡崎市学校給食協会（愛知県）　との協議会

岡崎市東部学校給食センター視察

県内関連団体開催の各種研修会への参加

3．庶務概要

（1）会議の開催

① 評議員会

第1回評議員会 5 鳥取市福祉文化会館 第1号議案

6 月 23 日 1 会議室 平成26年度事業及び収支決算について

報告事項

（1）平成27年度事業計画及び収支予算について

② 理事会

第1回理事会 7 鳥取市福祉文化会館 第1号議案

6 月 8 日 2 会議室 評議員会の招集について

第2号議案

平成26年度事業及び収支決算について

第3号議案

評議員候補者の推薦について

協議事項

剰余金の使途について

第2回理事会 6 鳥取市福祉文化会館 報告事項

10 月 29 日 2 会議室 （1）理事長及び常務理事の職務執行状況報告について

第3回理事会 7 鳥取市福祉文化会館 第1号議案

3 月 24 日 2 会議室

第2号議案

理事長及び常務理事の月額報酬の改定について

報告事項

（1）理事長及び常務理事の職務執行状況報告について

（2）第一学校給食センター及び河原学校給食センター調理等業務の
受託について

理　 事

監　 事

（2）第一、河原学校給食センター調理等業務委託に係る公募型プロ
ポーザルの実施について

理　 事

監　 事 平成28年度事業計画案、収支予算案並びに資金調達及び設備投資
の見込みを記載した書類の承認について

開催年月日 出席者数 開催場所 議事内容

理　 事

監　 事

評議員

監　 事

（2）第二、気高・鹿野・青谷学校給食センター調理等業務受託につい
て

区　　分 開催日 実施内容

年3回

開催年月日 出席者数 開催場所 議事内容
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③ 監査会

公益財団法人

6 月 1 日 2 鳥取市学校給食会事務局 平成26年度　業務監査及び会計監査

（2）委員会の開催

① 評議員選定委員会

鳥取市福祉文化会館 第1号議案

6 月 12 日 5 会議室 評議員の選任について

② 物資委員会

10 回

③ 物資納入業者選定委員会

3 月 3 日

４．その他特記事項

① 平成27年10月より乳アレルギー対応給食を追加実施

② 第一、河原学校給食センター調理等業務受託業者選定（優先交渉権者に選定）

③ 災害用炊き出し釜の使用訓練等の実施

鹿野地域イベントへの参加（4月・１０月：汁物）

東部学校給食施設合同実施（8月：カレー　会場：県学校給食会　参加：岩美町給食調理場・智頭町立学校給食センター）

明徳地区防災訓練への参加（10月：炊飯）

修立小PTAバザーへの釜貸出（11月）

④ HACCP認証取得に向けた作業部会の実施

HACCPチームの創設（事務局1人、第一・第二センター各2人、河原・気高・鹿野・青谷センター各1人　計9人）

作業部会　月2回開催（1月～3月）

　学校給食関係者で構成され、学校給食で使用する物資について、規格を定め、審査及び競争入札を行った。

開催年月日 委員会の概要

　学校給食用物資を納入する業者を、供給能力、経営の安定性、学校給食への理解などを審査し決定した。

開催年月日 出席者数 開催場所 議事内容

委　 員

開催回数 委員会の概要

開催年月日 出席者数 開催場所 議事内容

監　 事
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